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 【書評】礒井純充『「まちライブラリー」の研究:「個」が主役に

なれる社会的資本づくり』，みすず書房、2024 年 

 
中崎 倫子 1 

    
 

 Book Review: A Study of “Machi Library”: Creating Social 
Capital which Empowers Individuals to Play a Leading Role by 

Yoshimitsu Isoi 
 

NAKASAKI Tomoko 
 

 本書は、まちライブラリーの提唱者である礒井純充氏が、10 年にわたる活動の蓄積をも

とに、「個人の活動としてのまちライブラリーが形成する社会基盤は、どのような性質を持

ち、どのような過程を経て形成されるか」を考察した研究書である。 
礒井氏は、森ビル株式会社で「アーク都市塾」「六本木アカデミーヒルズ」などの文化教

育事業に従事した後、2011 年に「まち塾＠まちライブラリー」を開始し、現在は一般社団

法人まちライブラリー代表理事を務める。 
本書の目的は「まちライブラリーの活動実践をさらに社会的な観点から再整理すること」

であり、特に「個人の活動こそが社会的な活動につながる可能性を明らかにすること」に焦

点が当てられる。 
全 8 章の構成で、第 1 章では、まちライブラリーが生まれた背景と仕組み、基本概念、活

動原理が示される。第 2 章から第 5 章では、具体的な実践事例と運営者・利用者の実態が

調査・分析される。 
第 6 章では、レイ・オルデンバーグの「サードプレイス」の概念から「場づくり」が考察

される。第 7 章では、ジェイン・ジェイコブズの都市計画批判や宇沢弘文の「社会的共通資

本」などを援用しつつ、社会基盤としての図書館の役割を構想する。第 8 章では、本書の核

心である「個」が主役となり、人と人とがつながるための活動の方向性や指針について述べ

る。 
 本書が提示するまちライブラリーの活動は、次の 5 つの軸を原則とする（P29）。 
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① 小規模な本棚でも個人で気軽に始められる。 
② 本を触媒として、本を通じて人とのつながりを感じる活動を推奨する。 
③ 生活空間に本棚を併設し、特別な場所を必要としなくてもよい。 
④ 普段の活動に本の活動を付加することで、専任の図書活動としなくてもよい。 
⑤ ゆるやかなネットワークを構築し、お互いの活動を見えるようにする。 

 
まちライブラリーの活動において、活動当初から場づくりやまちづくりを目的とした人

は壁にぶつかりやすく、逆に自らの夢や課題を追求していた人が、他者からの声がけや期待

に応えているうちに地域のことに目覚めていった、一見矛盾する事実が指摘されている。そ

の事実から、まちライブラリーのような個を起点とした活動は、制度や組織、年間計画など

の計画の外で成立・持続しうるものであることが、サードプレイスやジェイコブズの都市計

画批判論などを交えて論じられている。 
利用者・運営者にとって、まちライブラリー利用・運営が自分の生活の一部となっている

実態が、本書の調査からわかる。 
利用者の主な目的は、表面的には本の閲覧であるが、その背後には居心地の良さを求めて

いる。また、活動が長続きする運営者の特徴は、「自分の趣味の延長として取り組んでいる」

「自分の課題の解決や達成のために運営している」ことである。つまり、日常生活に根ざし

た個人的な活動こそがまちライブラリーの本質であり、その活動から生じる緩やかなつな

がりが社会基盤を形成することが明らかにされている。 
著者はこれらの特性から、まちライブラリーが「汎用性より個別性」「計画性より融通性」

「組織への依存より心の自由」を重視する活動であると主張する。 
本書の貢献は、第一に、全国に広がりを持つまちライブラリーの実態を提唱者自身が直接

調査・分析した点にある。運営者・利用者へのアンケート調査や聞き取り調査によるデータ

は、まちライブラリーの活動を理解するうえで貴重な一次資料となっている。第二に、オル

デンバーグのサードプレイス、宇沢弘文の「社会的共通資本」、ジェイコブズの都市計画批

判といった学術的な概念からもまちライブラリーを考察したことである。まちライブラリ

ーの実践事例の報告にとどまらず、学術的な文脈で捉え直したところに意義がある。  
他方、本書にはいくつかの課題も残されている。 
第一に、本書の副題にある「社会的資本」の概念が限定的であることである。自己実現の

言及はあるが、グラノヴェッターの「弱い紐帯の強さ」など、キャリアに関連した事例の紹

介・考察が未着手である。 
第二に、調査手法が、聞き取り調査など、定性的な調査を主としている点である。まちライ

ブラリーの性質をより明確にするには、定量的な調査で調査結果の検証を行う必要がある。 
以上の課題はあるものの、本書はまちライブラリー研究の基盤文献として重要な位置を占

める。地域における場づくりやコミュニティ形成に関心をもつ研究者・実践者にとって、示

唆に富む一冊である。 


